
(57)【要約】

【課題】　化合物原料などを充填したるつぼの搬送時に

おいてるつぼに破損が生じることを防止できるとともに

、結晶成長時の異常な固化を防止することができる化合

物単結晶の製造方法およびそれに用いられる保持具付き

単結晶成長用容器を提供する。

【解決手段】　るつぼ１は、種結晶を収容する下部１ａ

と、単結晶を成長させる上部１ｃと、それら連結する増

径部１ｂとを有している。保持具２ａは、把持部２ｂを

有し、かつるつぼ下部１ａと増径部１ｂとを受けるよう

にるつぼ１の外側に密着している。この保持具２ａの把

持部２ｂを手で持つことにより、化合物原料４を充填し

たるつぼ１を搬送することができ、単結晶を成長させる

時には保持具２ａとるつぼ１とを一体化して使用するこ

とができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 単 結 晶 成 長 用 容 器 内 に 充 填 さ れ た 化 合 物 原 料 を 加 熱 溶 融 し た 後 に 固 化 し て 化 合 物 単 結 晶
を 成 長 さ せ る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 は 、 種 結 晶 を 収 容 す る 下 部 と 、 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 上 部 と 、 前 記
下 部 お よ び 前 記 上 部 を 連 結 す る 増 径 部 と を 有 し 、
　 把 持 部 を 有 す る 保 持 具 を 前 記 下 部 と 前 記 増 径 部 と を 受 け る よ う に 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器
の 外 側 に 密 着 さ せ た 状 態 で 、 前 記 把 持 部 を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 す る こ と に よ り 、 前 記 化
合 物 原 料 ま た は 前 記 化 合 物 単 結 晶 を 充 填 し た 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 搬 送 し 、 か つ 前 記 化
合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 時 に は 前 記 保 持 具 と 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 と を 一 体 化 し て 使 用 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 持 具 は 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 前 記 下 部 と 前 記 増 径 部 と 前 記 上 部 と に 沿 う よ う に
形 成 さ れ て お り 、 か つ 外 方 へ 突 き 出 す 厚 肉 状 の 前 記 把 持 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 具 は 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 密 封 す る 気 密 性 容 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 持 具 は 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 前 記 下 部 と 前 記 増 径 部 と を 受 け る 台 状 に 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 持 具 は 、 石 英 、 炭 化 ケ イ 素 、 窒 化 ケ イ 素 、 カ ー ボ ン お よ び モ リ ブ デ ン よ り な る 群
か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 化 合
物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 は ｐ Ｂ Ｎ か ら な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず
れ か に 記 載 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 化 合 物 単 結 晶 は ヒ 化 ガ リ ウ ム 結 晶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ
か に 記 載 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 化 合 物 原 料 を 加 熱 溶 融 し た 後 に 固 化 し て 化 合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造
方 法 に 用 い ら れ る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 で あ っ て 、
　 種 結 晶 を 収 容 す る 下 部 、 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 上 部 、 お よ び 前 記 下 部 と 前 記 上 部 と を 連 結
す る 増 径 部 を 有 し 、 か つ 内 部 に 前 記 化 合 物 原 料 を 充 填 可 能 な 単 結 晶 成 長 用 容 器 と 、
　 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 前 記 下 部 と 前 記 増 径 部 と を 受 け る よ う に 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器
の 外 側 に 密 着 し 、 か つ 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し て 前 記 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 運 搬 で き る 把 持
部 を 有 す る 保 持 具 と を 備 え た 、 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 お よ び そ れ に 用 い ら れ る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容
器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 期 律 表 の Ｉ Ｉ ま た は Ｉ Ｉ Ｉ 族 の 元 素 と 周 期 律 表 の Ｖ Ｉ ま た は Ｖ 族 の 元 素 と の 組 合 せ に
よ り 生 じ る 単 結 晶 の 化 合 物 は 、 電 子 産 業 に 不 可 欠 の も の で あ る 。 そ れ ら の 単 結 晶 の 化 合 物
の 例 は 、 ヒ 化 ガ リ ウ ム （ Ｇ ａ Ａ ｓ ） 、 リ ン 化 ガ リ ウ ム （ Ｇ ａ Ｐ ） 、 リ ン 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ
ｎ Ｐ ） 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム （ Ｃ ｄ Ｔ ｅ ） な ど で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 単 結 晶 の Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ 族 化 合 物 お よ び Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ 族 化 合 物 は 、 典 型 的 に は 約 １ ０ - 3 ～ 約 １
０ 1 1 Ω ・ ｃ ｍ の 広 い 範 囲 内 の 抵 抗 率 を 有 し て い る た め 、 「 半 導 体 」 と 呼 ぶ こ と が で き る 。
半 導 体 の 電 気 伝 導 度 は 、 適 当 な 不 純 物 （ ド ー パ ン ト ） を 単 結 晶 の 物 質 に 添 加 す る こ と に よ
っ て 変 え る こ と が で き る 。 加 え ら れ る 不 純 物 、 す な わ ち ド ー パ ン ト に よ っ て 、 半 導 体 は ｎ
型 に も ｐ 型 に も な り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 約 １ ０ 7 Ω ・ ｃ ｍ よ り 大 き い 抵 抗 を 有 す る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ 族 ま た は Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ 族 の 単 結 晶 の
化 合 物 は し ば し ば 「 半 絶 縁 性 」 半 導 体 と 呼 ば れ 、 こ の 半 絶 縁 性 半 導 体 は し ば し ば 「 半 絶 縁
体 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 単 結 晶 の 化 合 物 を 製 造 す る 方 法 と し て 、 た と え ば 垂 直 ブ リ ッ ジ マ ン 法 （ Ｖ Ｂ
法 ） や 垂 直 温 度 勾 配 法 （ Ｖ Ｇ Ｆ 法 ） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 た と え ば 以 下 の 特 許 文 献 １ に は 、 単 結 晶 Ｇ ａ Ａ ｓ を Ｖ Ｇ Ｆ 法 ま た は Ｖ Ｂ 法 で 製 造 す る 方
法 が 開 示 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 種 結 晶 と 、 Ｇ ａ Ａ ｓ 原 料 と 、 酸 化 ホ ウ 素 （ Ｂ 2 Ｏ 3 ） と
が る つ ぼ 内 に 充 填 さ れ 、 る つ ぼ 下 部 に ｐ Ｂ Ｎ 製 の 補 強 台 座 が 密 着 し て 装 着 さ れ 、 そ の る つ
ぼ が 突 起 を 備 え た 石 英 製 ア ン プ ル 内 に 封 入 さ れ る 。 こ の 際 、 石 英 製 ア ン プ ル の 突 起 が 補 強
台 座 に 接 し て 支 持 す る 。 こ の 後 、 従 来 の Ｖ Ｇ Ｆ 法 ま た は Ｖ Ｂ 法 と 同 様 の 操 作 が 行 な わ れ て
、 Ｇ ａ Ａ ｓ 単 結 晶 が 成 長 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ５ ５ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 は 、 Ｇ ａ Ａ ｓ 原 料 を 加 熱 溶 融 す る 際 の 機 械 的 強 度 を 考
慮 し た も の に す ぎ な い 。 ま た 、 る つ ぼ の 材 質 と し て 熱 分 解 窒 化 ホ ウ 素 （ 以 下 ｐ Ｂ Ｎ ） が 用
い ら れ て い る 。 る つ ぼ の 材 質 と し て ｐ Ｂ Ｎ を 用 い た 場 合 に は 、 化 合 物 原 料 へ の 電 気 的 に 活
性 な 不 純 物 の 混 入 が 少 な い の で 、 育 成 す る 単 結 晶 の 比 抵 抗 や キ ャ リ ア 濃 度 を 制 御 し や す い
利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 ｐ Ｂ Ｎ 製 の る つ ぼ の 厚 さ は 最 大 で も 数 ｍ ｍ 程 度 し か な く 、 か つ 、 る つ ぼ の 材 質
で あ る ｐ Ｂ Ｎ 自 体 の 機 械 的 強 度 が 十 分 に 高 く は な い 。 こ の た め 、 工 業 的 に 製 造 さ れ る 規 模
で 化 合 物 原 料 な ど を る つ ぼ 内 に 充 填 す る と 、 る つ ぼ 内 の 内 容 物 の 重 量 荷 重 に よ り 、 る つ ぼ
を 直 接 手 で 持 っ て 搬 送 す る 際 に 、 る つ ぼ を 手 で 直 接 持 つ 部 分 に 局 所 的 な 荷 重 が か か り 、 る
つ ぼ に 破 損 が 生 じ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 る つ ぼ の 機 械 的 強 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 る つ ぼ 全 体 を 単 純 に 厚 く す る と 、 る つ
ぼ 内 の 化 合 物 原 料 の 融 液 か ら 外 部 へ 、 る つ ぼ 上 部 の 側 面 部 分 を 通 る 熱 伝 導 は 促 進 さ れ る こ
と に な る 。 こ の 結 果 と し て 、 る つ ぼ 内 の 化 合 物 原 料 の 融 液 は る つ ぼ に 接 す る 最 外 周 部 に お
い て そ の 内 周 部 よ り も 過 度 に 冷 却 さ れ や す く な り 、 そ の 部 分 か ら 異 常 な 固 化 が 始 ま り 、 転
位 欠 陥 を 多 く 生 じ 、 単 結 晶 が 得 ら れ な く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ れ ゆ え 本 発 明 の 目 的 は 、 化 合 物 原 料 な ど を 充 填 し た る つ ぼ の 搬 送 時 に お い て る つ ぼ に
破 損 が 生 じ る こ と を 防 止 で き る と と も に 、 結 晶 成 長 時 の 異 常 な 固 化 を 防 止 す る こ と が で き
る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 お よ び そ れ に 用 い ら れ る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 は 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 内 に 充 填 さ れ た 化 合 物 原 料 を 加
熱 溶 融 し た 後 に 固 化 し て 化 合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 単
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結 晶 成 長 用 容 器 は 、 種 結 晶 を 収 容 す る 下 部 と 、 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 上 部 と 、 そ の 下 部 お よ
び 上 部 を 連 結 す る 増 径 部 と を 有 し 、 把 持 部 を 有 す る 保 持 具 を 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部 と 増
径 部 と を 受 け る よ う に 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 外 側 に 密 着 さ せ た 状 態 で 、 そ の 把 持 部 を 手 ま た
は 治 工 具 で 保 持 す る こ と に よ り 、 化 合 物 原 料 ま た は 化 合 物 単 結 晶 を 充 填 し た 単 結 晶 成 長 用
容 器 を 搬 送 し 、 か つ 化 合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 時 に は 保 持 具 と 単 結 晶 成 長 用 容 器 と を 一 体
化 し て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 保 持 具 は 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部
と 増 径 部 と 上 部 と に 沿 う よ う に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 外 方 へ 突 き 出 す 厚 肉 状 の 把 持 部 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 保 持 具 は 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 密 封
す る 気 密 性 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 保 持 具 は 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部
と 増 径 部 と を 受 け る 台 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 保 持 具 は 、 石 英 、 炭 化 ケ イ 素 、 窒
化 ケ イ 素 、 カ ー ボ ン お よ び モ リ ブ デ ン よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 よ り な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 は ｐ Ｂ Ｎ か ら な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 化 合 物 単 結 晶 は ヒ 化 ガ リ ウ ム 結 晶
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 は 、 化 合 物 原 料 を 加 熱 溶 融 し た 後 に 固 化 し て 化 合
物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器
で あ っ て 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 と 、 保 持 具 と を 備 え て い る 。 単 結 晶 成 長 用 容 器 は 、 種 結 晶 を
収 容 す る 下 部 、 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 上 部 、 お よ び そ の 下 部 と 上 部 と を 連 結 す る 増 径 部 を 有
し 、 か つ 内 部 に 化 合 物 原 料 を 充 填 可 能 で あ る 。 保 持 具 は 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部 と 増 径
部 と を 受 け る よ う に 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 外 側 に 密 着 し 、 か つ 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し て 単
結 晶 成 長 用 容 器 を 運 搬 で き る 把 持 部 を 有 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 お よ び そ れ に 用 い る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 に よ
れ ば 、 保 持 具 は 、 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 す る こ と の で き る 把 持 部 を 有 し て い る た め 、 化 合
物 原 料 を 充 填 し た 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 搬 送 す る 際 に 、 そ の 保 持 具 の 把 持 部 を 手 ま た は 治 工
具 で 保 持 し て 搬 送 す る こ と が で き 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 直 接 手 で 持 つ こ と を 避 け る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 直 接 手 で 持 っ た 部 分 に 局 所 的 な 荷 重 が か か る こ
と を 防 止 で き る た め 、 搬 送 時 に 単 結 晶 成 長 用 容 器 が 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 保 持 具 が 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部 と 増 径 部 と を 受 け る よ う に 単 結 晶 成 長 用 容 器 の
外 側 に 密 着 し て い る た め 、 保 持 具 は 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部 と 増 径 部 と で 単 結 晶 成 長 用
容 器 内 の 充 填 物 の 重 量 を 受 け る こ と が で き る 。 こ の た め 、 充 填 物 の 重 量 荷 重 を 広 い 部 分 で
分 散 す る こ と が 可 能 と な り 、 重 量 荷 重 の 集 中 に よ る 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 破 損 を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 保 持 具 を 用 い た こ と に よ り 、 上 述 の よ う に 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 厚 く せ ず と も 単 結
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晶 成 長 用 容 器 の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る た め 、 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 厚 く す る こ と に よ
り 生 じ る 結 晶 成 長 時 の 異 常 な 固 化 を 防 止 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 化 合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 時 に は 保 持 具 と 単 結 晶 成 長 用 容 器 と を 一 体 化 さ せ た
ま ま 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 、 保 持 具 の 把 持 部 が 外 方 へ 突 き 出 す 厚 肉 状 に 形
成 さ れ て い る た め 、 把 持 部 を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 す る こ と が 容 易 と な り 、 単 結 晶 成 長 用
容 器 の 搬 送 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 、 保 持 具 を 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 密 封 す る 気 密 性
容 器 と し て 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 、 保 持 具 は 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 下 部 と 増 径 部 と
を 受 け る 台 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 そ の 台 状 の 底 面 に 手 ま た は 治 工 具 を か け て 保 持 す る
こ と で 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 下 か ら 支 え て 搬 送 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 こ の 台 状 の 保
持 具 を 単 結 晶 成 長 装 置 の 昇 降 軸 に 連 結 す る ス テ ー ジ と し て も 兼 用 す る こ と が で き る 。 こ の
構 成 は 、 特 に 化 合 物 原 料 な ど の 重 量 が 比 較 的 大 き い 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 、 保 持 具 は 、 石 英 、 炭 化 ケ イ 素 、 窒 化 ケ イ 素 、
カ ー ボ ン お よ び モ リ ブ デ ン よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 よ り な っ て い る た め 、 保 持 具
の 強 度 を 容 易 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て 好 ま し く は 、 る つ ぼ が ｐ Ｂ Ｎ か ら な っ て い る 。
る つ ぼ の 構 成 元 素 に よ っ て は 、 酸 化 ホ ウ 素 や 融 液 と る つ ぼ が 反 応 し 、 原 料 融 液 が 汚 染 さ れ
る 恐 れ が あ る 。 し た が っ て 、 酸 化 ホ ウ 素 や 融 液 と 反 応 し な い る つ ぼ の 材 料 と し て ｐ Ｂ Ｎ が
最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に お い て は 好 ま し く は 、 化 合 物 単 結 晶 は ヒ 化 ガ リ ウ ム 結
晶 で あ る 。 つ ま り 、 本 発 明 は 、 特 に ヒ 化 ガ リ ウ ム 結 晶 成 長 に 有 効 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略
断 面 図 で あ る 。 図 １ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ は 、
る つ ぼ （ 単 結 晶 成 長 用 容 器 ） １ と 、 保 持 具 ２ ａ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 る つ ぼ １ は 、 種 結 晶 を 収 容 す る る つ ぼ 下 部 １ ａ と 、 単 結 晶 を 成 長 さ せ る る つ ぼ 上 部 １ ｃ
と 、 る つ ぼ 下 部 １ ａ と る つ ぼ 上 部 １ ｃ と を 連 結 す る 増 径 部 １ ｂ と を 有 し て い る 。 る つ ぼ 下
部 １ ａ は 比 較 的 小 径 で あ り 、 る つ ぼ 上 部 １ ｃ は 比 較 的 大 径 で あ る 。 こ の る つ ぼ 上 部 １ ｃ の
上 端 部 に は 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 部 か ら る つ ぼ 下 部 １ ａ 、 増 径 部 １ ｂ お よ び る
つ ぼ 上 部 １ ｃ の 内 部 に 種 結 晶 ３ 、 化 合 物 原 料 ４ な ど を 充 填 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 保 持 具 ２ ａ は 、 る つ ぼ 下 部 １ ａ と 増 径 部 １ ｂ と を 受 け る よ う に る つ ぼ １ の 外 側 に 密 着 し
、 か つ 手 ま た は 保 持 具 で 保 持 す る こ と の で き る 把 持 部 ２ ｂ を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 保
持 具 ２ ａ は る つ ぼ 下 部 １ ａ と 増 径 部 １ ｂ と る つ ぼ 上 部 １ ｃ と に 沿 う よ う に 形 成 さ れ て お り
、 か つ 外 方 へ 突 き 出 す 把 持 部 ２ ｂ を 上 端 付 近 に 有 し て い る 。 こ の 把 持 部 ２ ｂ は 、 保 持 具 の
他 の 部 分 の 厚 み ｔ １ よ り も 厚 い 厚 み ｔ ２ を 有 す る 厚 肉 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 厚 み の 比
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（ ｔ ２ ／ ｔ １ ） は 、 １ ． ５ 以 上 １ ０ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 把 持 部 ２ ｂ は 、 る
つ ぼ １ 内 の 充 填 物 （ 化 合 物 原 料 ４ な ど ） の 最 上 面 （ 図 中 Ｓ － Ｓ 線 で 示 す 面 ） よ り も 上 方 に
取 り 付 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 る つ ぼ １ の 材 質 は た と え ば ｐ Ｂ Ｎ か ら な っ て い る 。 ま た 保 持 具 ２ ａ の 材 質 は 、 る つ ぼ １
と は 異 な る 材 質 よ り な っ て お り 、 た と え ば 石 英 よ り な っ て い る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 保 持 具 ２ ａ の 材 質 は 、 石 英 、 炭 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｃ ） 、 窒
化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｎ ） 、 カ ー ボ ン （ Ｃ ） お よ び モ リ ブ デ ン （ Ｍ ｏ ） の う ち の 単 一 の 材 料 か ら
な っ て い て も よ く 、 こ れ ら の 材 料 の 任 意 に 組 み 合 わ せ か ら な る 複 合 材 料 か ら な っ て い て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ を 用 い た 本 実 施 の 形 態 の 化 合 物 単
結 晶 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 ま ず 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 に 必 要 な 原 料 と し て 、 予 め 準 備 さ れ た 種 結 晶
３ と 、 化 合 物 原 料 ４ と が る つ ぼ １ 内 に 充 填 さ れ る 。 種 結 晶 ３ は る つ ぼ 下 部 １ ａ 内 に 収 容 さ
れ る 。 ま た 、 化 合 物 原 料 ４ と し て は 、 た と え ば Ｇ ａ （ ガ リ ウ ム ） と Ａ ｓ （ ヒ 素 ） と が 予 備
合 成 さ れ た Ｇ ａ Ａ ｓ 多 結 晶 体 が 用 い ら れ る 。 こ の 状 態 で 作 業 者 が 保 持 具 ２ ａ の 把 持 部 ２ ｂ
を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し て 、 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ を 図 ２ に 示 す Ｖ Ｂ 装 置
２ ０ に 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ の チ ャ ン バ ー １ ５ 内 に は 断 熱 筒 １ ４ が 設 け ら れ て お り 、
断 熱 筒 １ ４ 内 に は た と え ば １ ０ 個 の 円 筒 形 状 の ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ が 配 置 さ れ て い る 。
保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ は 、 ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ 内 に 挿 入 さ れ て 、 ス テ ー ジ
１ １ 上 に 載 置 さ れ る 。 ス テ ー ジ １ １ の 下 部 に は 昇 降 軸 １ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ に
よ り 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ は ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ 内 で 昇 降 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ が Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ に 設 置 さ れ た 後 、 ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １
３ ｊ に よ り 加 熱 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 種 結 晶 ３ の 上 半 分 と 化 合 物 原 料 ４ と が 溶 融 す る 。 こ
の 後 、 化 合 物 単 結 晶 を 成 長 さ せ る た め に 上 部 が 高 温 域 と な り 下 部 が 低 温 域 と な る よ う に 温
度 勾 配 を ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ が 生 じ さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 る つ ぼ １ を ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １
３ ｊ 内 で 昇 降 軸 １ ２ に よ り 昇 降 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 化 合 物 原 料 中 の 固 － 液 界 面 が 種 結
晶 ３ の 上 端 部 （ シ ー ド エ ン ド ） か ら 化 合 部 原 料 の 上 端 部 （ テ ー ル エ ン ド ） へ と 移 行 す る こ
と に な り 、 化 合 物 原 料 の 融 液 ４ ａ が 種 結 晶 ３ 側 か ら 凝 固 し て 化 合 物 単 結 晶 ４ ｂ が 成 長 し て
い く 。 こ れ に よ り 、 化 合 物 単 結 晶 ４ ｂ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 後 、 作 業 者 が 保 持 具 ２ ａ の 把 持 部 ２ ｂ を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し て 、 図 ２ に 示 す Ｖ
Ｂ 装 置 ２ ０ か ら 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 保 持 具 ２ ａ は 、 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 す る こ と の で き る 把 持 部
２ ｂ を 有 し て い る た め 、 化 合 物 原 料 ４ を 充 填 し た る つ ぼ １ を 搬 送 す る 際 に 、 そ の 保 持 具 ２
ａ の 把 持 部 ２ ｂ を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 す る こ と が で き 、 る つ ぼ １ を 直 接 手 で 持 つ こ と を
避 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 る つ ぼ １ の 直 接 手 で 持 っ た 部 分 に 局 所 的 な 荷 重 が か か
る こ と を 防 止 で き る た め 、 搬 送 時 に る つ ぼ １ が 破 損 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ａ が る つ ぼ 下 部 １ ａ と 増 径 部 １ ｂ と を 受 け る よ う に る つ ぼ １ の 外 側 に 密
着 し て い る た め 、 保 持 具 ２ ａ は 、 る つ ぼ 下 部 １ ａ と 増 径 部 １ ｂ と で る つ ぼ １ 内 の 充 填 物 （
化 合 物 原 料 ４ な ど ） の 重 量 を 受 け る こ と が で き る 。 こ の た め 、 充 填 物 の 重 量 荷 重 を 広 い 部
分 で 分 散 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 重 量 荷 重 の 集 中 に よ る る つ ぼ １ の 破 損 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ａ を 用 い た こ と に よ り 、 上 述 の よ う に る つ ぼ １ を 厚 く せ ず と も る つ ぼ １
の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る た め 、 る つ ぼ １ を 厚 く こ と に よ る 結 晶 成 長 時 の 異 常 な 固 化
を 防 止 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ａ は る つ ぼ １ の 材 質 で あ る ｐ Ｂ Ｎ と 異 な る 材 質 よ り な っ て い る た め 、 保
持 具 ２ ａ の 機 械 的 強 度 を る つ ぼ １ よ り も 高 め る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ａ が る つ ぼ １ の 上 部 １ ｃ の 側 面 に 密 着 し て 外 方 へ 突 き 出 す よ う に 形 成 さ
れ て い る た め 、 作 業 者 が 保 持 具 ２ ａ を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し 易 く 、 る つ ぼ １ の 搬 送 が 容
易 と な る 。 こ の 構 成 は 、 化 合 物 原 料 ４ な ど の る つ ぼ １ 内 の 充 填 物 の 重 量 が た と え ば ５ ～ ５
０ ｋ ｇ の 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 把 持 部 ２ ｂ は る つ ぼ １ 内 の 充 填 物 の 最 上 面 （ 図 中 Ｓ － Ｓ 線 で 示 す 面 ） よ り も 上 方
に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 充 填 物 の 溶 融 ・ 固 化 時 の 障 害 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略
断 面 図 で あ る 。 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｂ の 構
成 は 、 保 持 具 ２ ａ が る つ ぼ １ を 密 封 す る 石 英 製 ア ン プ ル （ 気 密 性 容 器 ） で あ る 点 に お い て
、 実 施 の 形 態 １ の 構 成 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ 以 外 の 図 ３ の 構 成 に つ い て は 、 上 述 し た 図 １ の 構 成 と ほ ぼ 同 じ で あ る た め 、 同 一 の
構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 構 成 の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 図 ３ に 示 す よ う に る つ ぼ １ 内 に 種 結 晶 ３ お よ び 化 合 物 原 料
４ を 充 填 し た 後 、 こ の る つ ぼ １ を 保 持 具 ２ ａ で あ る 石 英 製 ア ン プ ル 内 に 密 封 す る 工 程 に お
い て 、 実 施 の 形 態 １ の 製 造 方 法 と 異 な る 。 ま た 、 る つ ぼ １ が 保 持 具 ２ ａ で あ る 石 英 製 ア ン
プ ル 内 に 密 封 さ れ る た め 、 図 ４ に 示 す よ う に Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ に よ り 単 結 晶 を 成 長 さ せ る 工 程
に お い て 、 る つ ぼ １ 内 の 充 填 物 は チ ャ ン バ ー １ ５ 内 の 雰 囲 気 に 曝 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ 以 外 の 本 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 に つ い て は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 製 造 方 法 と ほ
ぼ 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 図 ４ の 各 部 に 付 さ れ た 符 号 の う ち 図 ２ の
符 号 と 同 じ 符 号 は 、 図 ２ に 示 さ れ る 部 材 と 同 一 ま た は 対 応 す る 部 材 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略
断 面 図 で あ る 。 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｃ の 構
成 は 、 保 持 具 ２ ｃ の 取 り 付 け 位 置 お よ び 形 状 に お い て 、 実 施 の 形 態 １ の 構 成 と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 保 持 具 ２ ｃ は 、 る つ ぼ １ の 底 部 （ る つ ぼ 下 部 １ ａ お よ び 増 径 部 １ ｂ の 双 方 ） に 密 着 す る
よ う 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 台 状 に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 保 持 具 ２ ｃ は 、 る つ ぼ 下
部 １ ａ 全 体 を 取 囲 む と と も に 、 る つ ぼ 下 部 １ ａ お よ び 増 径 部 １ ｂ を 下 か ら 支 え る 形 状 を 有
し て い る 。 こ の 保 持 具 ２ ｃ は 、 る つ ぼ １ の 底 部 の 単 結 晶 成 長 方 向 の 長 さ と 同 等 も し く は そ
れ 以 上 の 厚 み （ 単 結 晶 成 長 方 向 の 長 さ ） 部 分 を 有 し て い る 。 こ の 保 持 具 ２ ｃ は 台 状 を 有 し
て い る た め 、 台 状 の 底 面 を 把 持 部 と し て そ こ に 手 ま た は 治 工 具 を 掛 け る こ と で 保 持 具 付 き
単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｃ を 持 ち 上 げ て 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 こ の 保 持 具 ２ ｃ は 、 る つ ぼ １ と は 異 な る 材 質 よ り な っ て お り 、 た と え ば 石 英 、 炭 化 ケ イ
素 、 窒 化 ケ イ 素 、 カ ー ボ ン お よ び モ リ ブ デ ン の う ち の 単 一 の 材 料 か ら な っ て い て も よ く 、
こ れ ら の 材 料 の 任 意 に 組 み 合 わ せ か ら な る 複 合 材 料 か ら な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ 以 外 の 図 ５ の 構 成 に つ い て は 、 上 述 し た 図 １ の 構 成 と ほ ぼ 同 じ で あ る た め 、 同 一 の
構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 構 成 の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ に 示 す 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｃ を 用 い た 本 実 施 の 形 態 の 化 合 物 単
結 晶 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 は 、 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｃ を 搬 送 す る 工 程 お よ び
Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ に 設 置 す る 工 程 に お い て 、 実 施 の 形 態 １ の 製 造 方 法 と 異 な る 。 本 実 施 の 形 態
で は 、 図 ５ を 参 照 し て 、 作 業 者 が 保 持 具 ２ ｃ を 手 ま た は 治 工 具 で 保 持 し て 、 る つ ぼ １ を 保
持 具 ２ ｃ に よ り 下 か ら 支 え な が ら 図 ６ に 示 す Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ に 搬 送 す る 。 ま た 図 ６ を 参 照 し
て 、 保 持 具 ２ ｃ は Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ の ス テ ー ジ を 兼 用 す る た め 、 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器
１ ０ Ｃ が ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ 内 に 挿 入 さ れ た 後 、 保 持 具 ２ ｃ が 昇 降 軸 １ ２ に 連 結 さ れ る
。 こ の 昇 降 軸 １ ２ に よ り 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ｃ は ヒ ー タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ 内 で
昇 降 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ 以 外 の 本 実 施 の 形 態 の 製 造 方 法 に つ い て は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 製 造 方 法 と ほ
ぼ 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 図 ６ の 各 部 に 付 さ れ た 符 号 の う ち 図 ２ の
符 号 と 同 じ 符 号 は 、 図 ２ に 示 さ れ る 部 材 と 同 一 ま た は 対 応 す る 部 材 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ｃ は る つ ぼ １ の 底 部 に 密 着 す る 台 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 る つ ぼ １ を
下 か ら 支 え て 搬 送 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 こ の 構 成 は 、 化 合 物 原 料 ４ な ど の る
つ ぼ １ 内 の 充 填 物 の 重 量 が た と え ば ５ ～ ７ ０ ｋ ｇ と 比 較 的 大 き い 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 保 持 具 ２ ｃ を Ｖ Ｂ 装 置 ２ ０ の ス テ ー ジ と 兼 用 す る こ と が で き る た め 、 部 品 の 省 略
を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 の 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に お い て は 、 Ｇ ａ Ａ ｓ 単 結 晶 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 し た が 、
こ れ 以 外 の 化 合 物 単 結 晶 、 た と え ば 周 期 律 表 の Ｉ Ｉ ま た は Ｉ Ｉ Ｉ 族 の 元 素 と 周 期 律 表 の Ｖ
Ｉ ま た は Ｖ 族 の 元 素 と の 組 合 せ に よ り 生 じ る 化 合 物 単 結 晶 （ Ｇ ａ Ｐ 、 Ｉ ｎ Ｐ 、 Ｃ ｄ Ｔ ｅ な
ど ） に も 本 発 明 は 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 上 記 の 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に お い て は 、 る つ ぼ を 炉 （ ヒ ー タ ） に 対 し て 相 対 的 に 移 動
さ せ る 垂 直 ブ リ ッ ジ マ ン 法 （ Ｖ Ｂ 法 ） に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 炉 内 多 段 ヒ ー タ を
用 い る 垂 直 温 度 勾 配 法 （ Ｖ Ｇ Ｆ 法 ） や 、 垂 直 ゾ ー ン メ ル テ ィ ン グ 法 （ Ｖ Ｚ Ｍ 法 ） に 適 用 す
る こ と も で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ に 示 す 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ の Ｇ ａ Ａ ｓ 単 結 晶 製 造 用 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０
Ａ の る つ ぼ １ 内 に 種 結 晶 ３ お よ び 化 合 物 原 料 ４ を 充 填 し て 搬 送 す る 場 合 、 充 填 物 の 重 量 が
５ ０ ｋ ｇ ま で は 、 る つ ぼ １ に 破 損 を 生 じ さ せ ず に 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 図 ５ に 示 す 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ の Ｇ ａ Ａ ｓ 単 結 晶 製 造 用 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器
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１ ０ Ｃ の る つ ぼ １ 内 に 種 結 晶 ３ お よ び 化 合 物 原 料 ４ を 充 填 し て 搬 送 す る 場 合 、 充 填 物 の 重
量 が ７ ０ ｋ ｇ ま で は 、 る つ ぼ １ に 破 損 を 生 じ さ せ ず に 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 方 、 従 来 の 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ の Ｇ ａ Ａ ｓ 単 結 晶 製 造 用 の る つ ぼ 内 に 種 結 晶 お よ び 化 合 物
原 料 を 充 填 し て 手 ま た は 保 持 具 で 保 持 し て 搬 送 す る 場 合 、 る つ ぼ に 破 損 を 生 じ さ せ な い 充
填 物 の 重 量 の 限 界 は ５ ｋ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 の 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｃ を 用 い る こ と に
よ り 、 充 填 物 の 重 量 が 大 き く て も 、 る つ ぼ に 破 損 を 生 じ さ せ る こ と 無 く 手 ま た は 保 持 具 で
保 持 し て 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 お よ び 実 施 例 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は
な い と 考 え ら れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に
よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ
と が 意 図 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 は 、 化 合 物 原 料 な ど を 充 填 し た 単 結 晶 成 長 用 容 器 を 手 ま た は 保 持 具 で 保 持 し て 搬
送 す る 工 程 を 含 む 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 に 特 に 有 利 に 適 用 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 の 構 成 を 示 す 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 化 合 物 単 結 晶 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 １ 　 る つ ぼ 、 １ ａ 　 る つ ぼ 下 部 、 １ ｂ 　 増 径 部 、 １ ｃ 　 る つ ぼ 上 部 、 ２ ａ ， ２ ｃ 　 保 持
具 、 ２ ｂ 　 把 持 部 、 ３ 　 種 結 晶 、 ４ 　 化 合 物 原 料 （ Ｇ ａ Ａ ｓ 原 料 ） 、 ４ ａ 　 化 合 物 原 料 融
液 、 ４ ｂ 　 化 合 物 単 結 晶 、 １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ 　 保 持 具 付 き 単 結 晶 成 長 用 容 器 、 １ １ 　 ス テ ー
ジ 、 １ ２ 　 昇 降 軸 、 １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ 　 ヒ ー タ 、 １ ４ 　 断 熱 筒 、 １ ５ 　 チ ャ ン バ ー 、 ２ ０ 　
Ｖ Ｂ 装 置 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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